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生後 3〜4 か月の第 1 子の父親を対象とし半構造化面接および質問紙調査を実施した。
インタビューはインタビューガイドに従い面接をおこない、質問紙は基本属性 、抑う
つ尺度として Radloff が作成した CES-D（The Center for Epidemiologic Studies 
Depression Scale）を島らが翻訳した日本語版、夫婦関係満足度の測定としてNorton,R.











































は認められなかった。児の出生時に CES-D 16 点以上の抑うつ状態にある父親に関し
て、CES-D の 3～4か月時の変化量において有意に介入群のCES-D 得点が減少している
ことが認められ、介入群は抑うつ状態が抑制されたことが示された。また、対照群、
介入群ともに出生時の父親の CES-D と生後 3〜4 か月時の父親の夫婦関係満足度と父
親の自尊感情との間に有意な負の相関が認められた。出生時の父親の夫婦関係満足度
と自尊感情に関しては、対照群、介入群ともに生後3〜4か月時のCES-D と有意な負の
相関が認められ、父親において出生時の夫婦関係満足度と自尊感情が低いほど、生後
3〜4か月時の抑うつ状態が高いことが明らかとなった。 
 
Ⅳ.考察・結論 
1. 生後3〜4か月の第1子の父親の体験から、産後の妻の心身の体調の変化や子どもの
いる生活に対してどのように対応すべきかを苦慮している父親の存在が示された。
子どもが生まれた変化を実感する生後3～4か月頃に地域において父親への育児教
室等を実施し、具体的な育児手技の講習や子どもの発育発達に関する情報提供を
おこなうことの必要性が示唆された。 
2. 児の生後1か月時に父親、母親に対して児の出生後の心身の変化や子どもの成長発
達に関する情報、具体的な育児手技を伝える動画視聴による看護介入を実施した
ところ、生後3〜4か月時の父親の夫婦関係満足度が維持されることが示唆された。
対照群は有意に父親の夫婦関係満足度が低下していたが、看護介入により、夫婦間
のコミュニケーションが強化され、夫婦間の相互作用が促進されたことが関連し
ていると推察される。 
3. 出生時にCES-D16点以上の抑うつ群の父親の生後3～4か月後のCES-Dの変化量にお
いて有意に介入群のCES-D得点が減少した。動画による看護介入は出生時に抑うつ
状態にあった父親の不安感を軽減させ、抑うつ状態の抑制へ寄与したと考えられ、
抑うつ状態を軽減させる効果があることが示唆された。 
4. 出生時の父親の抑うつ状態が生後3〜4か月時の父親の夫婦関係満足度および自尊
感情に影響を与えること、また出生時の父親の夫婦関係満足度と自尊感情が生後3
〜4か月時の父親の抑うつ状態に影響することが新たな知見として示された。第1
子が生まれた直後に抑うつ状態にある父親への本研究における看護介入をおこな
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うことは生後3〜4か月時の父親の抑うつ状態の抑制および夫婦関係満足度や自尊
感情の低下の抑制をもたらすことが出来ることが示唆された。 
 
 
 
